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 The Human Model  

知覚 思考 動作 

Sensory  (1000Hz) 
Knee Angle 
  膝の角度 
Velocity 
  加速度 
Forces 
  力 

 

Microprocessor 

      

Actuator (1000Hz)  

Resistive Force 

抵抗力 

Replicating Human Physiology 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
人間では、何か動作をするときに外からの刺激を知覚として受容器で感じ取りその情報が瞬時に脳に伝わります。そして脳で思考しそれが効果器に伝わり動作になります。
リオニーは、膝継手でありながら義足の足部から伝わった情報をコンピューター瞬時に判断し、抵抗の調整を行います。リオニーは人間が行っているこれら一連の流れを代替を行っています。
またリオニーは1秒間に1000回のセンサリングを行いますが、この反応速度というのは、人間の脊髄反射の速度にも匹敵するというふうにもいわれております。




         背景 
RHEO KNEE リオニー 
Microprocessor controlled prosthetic knee (MPK) 
義足用電子制御膝継手 
2004 first generation 第一世代 
2009 is the current version 第二世代 
2014 the third generation 第三世代 

3rd generation 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これはリオニーの今までの歴史ですが
リオニーが販売されてから今年で12年目になります。2004に一番左の青い色の第一世代がリリースされました。第一世代のリオニーは現在のものよりも一回り大きく重さもそれなりにありました。
そして次に販売されたのが2009年の真ん中の薄いグレーの第2世代がリリースされ軽量で外装がスリムになりました。また装着者の取り扱いも簡単になりました。
そして2014年に第三世代のリオニー３が販売されました。第3世代のリオニーはグレーの単色でとてもシンプルなデザインになりました。




センサー技術  (毎秒1000回) 
角度センサー: 膝角度、角速度 
 2つの荷重センサー 
 立脚時の荷重、 
  膝へのモーメント 

人工知能: DLMATM 

 遊脚相の抵抗を自動調整 
 自動的に歩行を学習 
 初期設定は最小限でＯＫ 

 
アクチュエーター（駆動装置） : 磁気粘性流体（MR） 
 力の効率の良い滑らかな動き 
 内圧を発生しない構造 
 0.01秒で遊脚抵抗を最大⇔抵抗ゼロに変化可能

   

知覚 →思考 → 動作 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご存知の方もいらっしゃると思いますが、次にリオニーとはどのような膝継手なのか簡単にご紹介させていただきます。
このリオニーというのは電子制御の膝継手でコンピュータが搭載されています。
人間が行なっている知覚→思考→動作をすべてこの膝が自動で行ってくれます。
知覚に関する部分はセンサーが行います。センサーには角度を測るものや荷重を測るものがこの膝継手には組み込まれております。
それによって立脚時の加重やモーメントを計測しています。
思考に関しては、人工知能が行い、感知したデータを装着者の代わりに思考し、瞬時に適切な反応を起こしてくれます。
また学習機能があり歩くごとに歩行のデータを蓄積し、装着者にあった抵抗値に調整されます。


動作に関する部分は、アクチュエーターが行い、ＭＲ流体（磁気粘性流体）を用いた機構になっています。
こちらは内圧を発生させない構造になっていますので、漏れて破損することや継手が熱くなったりすることはありません。
また抵抗が最大の状態からわずか0.01秒抵抗をゼロにすることができます。

簡単に言うとこの膝継手というのは自分で考えて、歩くごとにその方にあった歩行に自動で調整してくれる膝継手です。







 内部の変更 

革新的なスプリング機構 

ジャイロセンサー 

バッテリーの強化 
最大で72時間 

筐体の強化 
125kg→136kgへ 

ソフトウェアの改良 

MR技術 

アクチュエーター再設計 

角度センサー 
アナログ→デジタル 

※ 最新バージョンは、生活防水 
 iOS対応 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、新しくなりましたリオニー3の内部構造をご紹介させていただきます。
見た目やデザインは従来とあまり変わりがないですが、内部はこのように大幅に改良されました。

今回はこの中からピックアップしてご紹介させて頂きます。
特に変わったところは
まず安定性です。新しくジャイロセンサーが搭載されたことにより、角度（膝の傾き）や角速度（膝の回転の速さ）を判断することができるようになりました。
歩行中に膝がどの位置にあるのかを認識しますので、立脚期での支持性が向上し、
つまずいたり、転倒しそうな、危険なときにも瞬時に対応してくれます。

最新のものでは生活防水、iosにも対応しております。







人工知能とジャイロセンサー 
 

ジャイロセンサー 立位時 
            歩行時 
 
持続的な安定性のコントロール 
 
ジャイロセンサーが持続的に膝継手の位
置変化を監視し、アクチュエーターの抵抗値
を調整 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず安定性です。新しくジャイロセンサーが搭載されたことにより、膝の傾きや膝の回転の速さを判断することができるようになりました。
歩行中に膝がどの位置にあるのかを認識しますので、立脚期での支持性が向上し、
つまずいたり、転倒しそうな、危険なときにも瞬時に対応してくれます。


一度初期設定を行ったあとはほとんど調整不要で、歩くごとにデータを蓄積し装着者にあった抵抗値に調整します。
立位時、歩行時には、常にジャイロセンサーが膝の位置を監視し場面に応じて抵抗値を自動調整します。



 対象者像 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に大きく変わったところは活動性です。

スライドの写真にある左の女性の方と右の自転車に乗っている男性の方とでは膝継手に求める機能は異なります。
左の女性は、一定の速度でゆっくりと歩き、手すりに掴まりながら階段を降りています。

一方右の男性は、自転車に乗ったり、山登りするアクティブな方です。
一定の速度でゆっくり歩き安定性を重視する方、速度を変えて歩きやすさ、レスポンスを重視する方、様々な方がいらっしゃいます。
従来であればそれぞれ違う膝継手を選択する必要がありましたが、今回のリオニー３になって、このような全く違う生活スタイルの方でもご使用いただけるようになりました。








 対象者像 
 リオニー3は、安定性や活動性、あるいはその両方

を必要とする大腿切断者に幅広く独自の利点を提
供します 
 

歩速を変えて歩き、坂道をくだる能力（あるいは可能
性）のある、地域や職場で歩行する方のニーズを満
たします。 

Activity Level 活動度:   低～高  Low K3 to high K4 
Impact Level   衝撃度:   低～中  Low to moderate  
Weight Limit 体重制限:      136 kg / 300lbs 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで先ほどの写真にあったような、2つの希望を完全に満たす電子制御膝継手はありませんでしたが、
リオニー3は、安定性を求める方、活動性を求める方、その両方を必要とする方々にご使用いただけます。

活動度では屋内で生活される方や決まった速度でゆっくりと歩かれる方から屋外のいろいろなところに出かけるアクティブな方までご使用いただけると考えております。
ただし、衝撃度は低～中程度となっていますので、何か重いものを持ったり、スポーツをしたり大きな衝撃が加わるような場合には使用できません。

体重制限に関しては136kgまでになりましたので、
電子制御の膝継手の中では、かなり重量級の方までご利用いただけます。



 階段下り 

新設計のアクチュエーター、ソフトウェアの制御、伸展スプリン
グの性能が安定性の向上に 

 
階段下りが安定、安心 

 
 下り時のトルクが最大

に  
 階段下りが安定、安心 
 遊脚期伸展が 
 すばやい 
 
 
 
 
 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで実際にリオニー3を装着していただいた方の動画をお見せします。
階段を下りる動画です。
遊脚期での伸展が早くなりましたので、このように安全な状態で踵接地することができます。万が一膝が屈曲した状態で踵から接地しても
抵抗がかかりますので安全です。試着いただいた何人かの方が交互に階段が降りれるようになった、坂道でも意識せずに下れたなどという感想を頂きました。






 
    斜面 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にゆるやかな斜面を歩いていただいた動画です。
この方は普段は違う膝継手を装着していますが慣れていなくてもこのように
安全に坂を下ることができます。

装着していただいた人の意見としては、下りの時にはイールディングにより徐々に膝が屈曲していきますが、
タイミングよくスムーズ曲がるので待つことなく健足側も自然に振り出せると仰っていました。また最初は膝が重いと仰る方もいますが、調整してそれほど重量も気にならないと仰っていました。





  方向転換 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
義足ユーザーは急な方向転換が難しいと言われていますが、折れることなく対応しています。







EXTENSION LOCK 
ロック機構 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは新しい機構としてロック機構がつきました。

万が一RHEO KNEE 3の電源がなくなった場合、膝継手は立脚支持を提供できなくなりますので、 このような場合には、手動で伸展ロックをオンにし、膝継手を完全伸展位でロックすることをお勧めします。
また立ち仕事をされる方、不整地を歩かれる方々にも安心してお使いいただけます。 




自転車 

電源ONOFFにかかわらず、操作不要で自転車に。平地
～自転車の乗り移りを即座に感知し安全に切り替える 

容易な移動と 
より高い安全性  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは従来からあった機能ですが電源のオンオフにかかわらず、自転車に乗ると自動で抵抗がフリーになりますので簡単に自転車に乗れます。また降りるときは即座に反応し抵抗がかかるようになっています。
この動作が可能になったのはジャイロセンサーが搭載されたことにより膝の傾き位置できるようになったためです。




 セットアップ 
 
ソフトウェア技術の改良 
 
進化した制御特性が絶え間なく抵抗値を 
監視し調整 
リオロジック ワークベンチ 
 
わずか30歩でセットアップが完了 
 

 
 
 
 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調整にはパソコンやipad、iphoneを使用します。パソコンにリオロジックというソフトをインストールしブルートゥースでリオニーと接続します。

ソフトウェア技術の改良により、抵抗値を常に監視調整を行うことができます。最初の自動調整は、通常の速度での歩行、早歩き、ゆっくり歩きをそれぞれ10歩ずつ歩いていただくだけで完了です。
従来のリオニーでは90歩歩いていただく必要がありましたが、セットアップはわずか30歩あるいていただくだけでできるようになりました。
ユーザーも調整する側も短時間で簡単に調整できるようになりました。
またお好み合わせて手動でそれぞれ個別に微調整することもできます。
こちらも最新版ではiphoneやipadで調整可能となっております。




足部の選択 

 リオニー３とともに用いる足部には、充分な踵～つま先のロッカー機能
とつま先までのキール長が必要です。それによりリオニーの機能が充
分に発揮されます 
 

 フレックスフットのラインナップ（アシュア、バリフレックス、リフレックス
ローテート）はリオニー３の機能を補完する理想的な選択肢です 

 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リオニーは電子制御の膝継ぎ手の中では構造的高さが低く、背の高い多くのエネルギー蓄積型足部と組み合わせることができます。
また踵～つま先まで伸びた長いキール長があることでリオニーの機能が発揮されます。



 製品構造 

Weight: 1.61kg (3.56lbs) 
質量：1.61ｋｇ 
Build Height: 236mm (9 1/4") 
構造高さ：236ｍｍ 
膝屈曲角度：120度 
Build height of RHEO KNEE 3  
is identical to RHEO KNEE 
構造高さは変更なし 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
製品仕様に関してはこのようになっております。
重量は1.61ｋgですが、
構造的高さに関しては、236mmで従来のものと変更されておりません。
膝の屈曲角度120度です。



 試着・レンタル 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりますが、弊社では、リオニーの試着やレンタルサービスも積極的に行っています。
車の試乗と同じように、膝も是非試着していただいて良さを知って欲しいと考えております。
　
以上でリオニー３の紹介を終わります。
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